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水源地域未来会議



【自己紹介】

國學院大學名誉教授

オフィスかえで 代表

学習院大学法学部政治学科卒業。（株）日本交通公社入社 出版
事業局配属。月刊誌『るるぶ』副編集長、月刊誌『旅』編集長。

自治体・企業とのメディアソリューション事業

（株）JTBパブリッシング取締役

2020年4月國學院大學観光新学部設置準備室教授

2022年4月から観光まちづくり学部教授

専門 地域の観光情報メディア

2026年4月から現職

国土交通省 社会資本整備審議会委員 かわまち大賞審査委員

「道の駅」第3ステージ委員会委員観光庁 インバウンド受入環境整備
高度化事業委員 文化庁 文化観光推進委員会委員 東京都 宝島推進
委員会委員など
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・楓の自己紹介

・地域鉄道研究会「大井川鐡道現地研究会」

・宮脇俊三先生と大井川鐡道

・観光まちづくりとは

・流域総合水管理・かわまちづくり・観光まちづくりのコラボレーション

・大井川流域の情報発信の進化

・まとめ

本日の流れ
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田端浩元観光庁長官を座長とする地域鉄道を応援する研究会
2026年1月24日～25日、鳥塚社長のアテンドで訪問

地域鉄道研究会「大井川鐡道現地研究会」

・１月24日
大井川鐡道「おはし」乗車
長島ダム見学

川根温泉ホテル宿泊
・1月25日
千頭駅から井川線トロッコ列車で奥大井湖上駅 カフェでお茶
歩いて展望台へ行き、歩いて奥大井湖上駅へ戻る
奥大井湖上駅から千頭駅へ 駅前folkknotcafeSTIRでランチ
家山駅から金谷駅
島田蓬莱橋



宮脇俊三（1926年～2003年）

『旅』2000年9月号特集「宮脇俊三の世界」に
1990年7月、井川線のアプトいちしろ～長島ダム間のアプト式開通時の
試乗列車での白井昭さんとの実車対談

ー大井川鐡道は日本で一番美しい鉄道ではないだろうかー

ー鉄道の話をするならば、白井さん抜きでは語れません。
白井さんは鉄道の神様ですからー

ーさすがは大井川鐡道、「車窓風景」に配慮した鉄道など
スイスのほかにはないだろうー

ー大井川鐡道の「哲学」ともいうべき姿勢に感心したー

宮脇俊三先生と大井川鐡道





観光まちづくりとは



観光まちづくりという言葉が使われるようになって27年
1999（平成11）年4月運輸省観光政策審議会内に設置された「観光まちづくり部会」名称が初出
部会メンバーの皆さん

本保芳明氏
初代観光庁長官
当時運輸省運輸政策局観光部企画課長

溝口薫平氏
大分県由布院「玉の湯」元社長

西村幸夫氏 國學院大學名誉教授
前國學院大學観光まちづくり学部長
当時東京大学工学部都市工学科教授



国の観光立国方針 持続可能な観光地域づくり
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観光 まちづくり

地域資源を活かした交流を通じて

地域外から人を呼び込み、

経済的波及効果を生む活動

地域住民の暮らしを豊かにし、

暮らしやすく、生活・社会環境を

整える営み

観光まちづくり

融合により住民と観光客の双方にとって魅力ある地域を生み出し、
持続可能な地域社会の形成を目指す・活動。

地域の魅力を再発見し、人と人とのつながりを育みながら、
地域らしい豊かな未来を創る。



住民と共に進める観光まちづくり

第２次島田市観光戦略プラン
2026年4月
２－４ 成果指標と目標値

市民の観光振興に関する意識の
向上を目標設定している好事例



観光まちづくりを形成する多様な関係者

観光
まちづくり
地域の魅力を高め、

持続可能な地域をつくる

観光関連事業者
宿泊・飲食・観光施設、旅行会社、
体験事業者、ガイドなど

行政・公共部門
国・県・市町村、観光協会、
DMO、まちづくり組織など

地域産業
農林水産業、商工業、地場産業、
特産品・土産品、地元企業など

交通・移動
鉄道・バス・タクシー・航空、
レンタカー、シェアモビリティ、
駐車場など

文化・教育・環境

文化財、歴史・景観、芸術・文化、
教育機関、自然・環境保全団体など

地域住民・地域団体
住民、自治会・町内会、NPO、
ボランティア、まちづくり団体な
ど

来訪者（旅行者・
ビジネス客など）

観光客、ビジネス客、移住希望者、
二地域居住者など

金融・不動産・
その他支援者

金融機関、商工会議所、
不動産・建設業、エネルギー事業者、
メディアなど



行政の横櫛組織の必要性
地域の多様な組織体との連携

福井県若狭町観光まちづくり課

鹿児島県南種子町企画課
観光まちづくり係

観光まちづくりに関わる行政組織及び推進体制

現行の組織体制

総合戦略へ



観光まちづくりに関わる行政組織及び推進体制

第2期 川根本町観光戦略プラン
2023年7月

観光関連以外の計画との連携を明記

連携から協働へ



流域総合水管理・かわまちづくり・観光まちづくり
のコラボレーション



治水に加え、水利用・環境についても、流域のあらゆる関係者が
協働し、「水災害による被害の最小化」「水の恵みの最大化」
「水でつながる豊かな環境の最大化」の実現を図る

流域総合水管理とは

国土交通省HPより



流域総合水管理と観光まちづくりの共通点

地域

水・自然

交通

観光

産業

暮らし

文化・歴史

防災

行政

流域総合管理

水を起点に地域を横につなぐ
観光まちづくり

交流を起点に地域を横につなぐ



かわまちづくりとは

かわまちづくりとは、河川空間とまちの空間を一体化
させ、地域の賑わいや活性化を生み出す取り組み

国土交通省HPより

蓬莱橋（左岸側）「大井川宝来地区かわまちづくり」

蓬莱橋（右岸側）「大井川蓬莱橋右岸かわまちづくり」

水辺空間からまちへの広がり



「かわまちづくり」から「流域まちづくり」へ ?
点としての魅力を、流域全体の価値へつなげる

点
蓬莱橋周辺

かわまちづくり

水辺空間の活用

交流・賑わい

観光・地域活性化

流域

蓬莱橋 － 島田・金谷－ 大井川鐵道－ 川根温泉
－ 千頭 － 長島ダム－ 奥大井・井川

自然・暮らし・産業・交通・観光を

「大井川流域」という一つの物語でつなぐ

かわまちづくりで生まれた「点」の魅力を、どう流域全体の価値につなげるか



流域総合水管理 × かわまちづくり × 観光まちづくり

流域総合水管理

水・治水・利水
環境・防災

かわまちづくり

川＋まち＋人
交流・賑わい

観光まちづくり

自然・歴史・文化
産業・交通・暮らし

共通するのは、多様な主体・分野を横につなぎ、地域を総合的に捉えること

「点」としてのかわまちを「流域」という面へ広げる。
観光まちづくりが、そのつながりを地域の価値に変える。



大井川流域の情報発信の進化



大井川ブランドの観光サイト

旅する大井川

流域全体を巡る

旅の物語を発信

oi-river-trip.com

大井川で逢い
ましょう

人との出会い・

体験を軸に紹介

oi-river.com/about

大井川でやる
べき100の

こと

アクティビティ

起点で行動を喚

起

ooigawa-experience.jp

おおいなび

島田市公式の観

光総合案内

city.shimada.shizuoka.jp

大井川鐵道
【公式】

鉄道利用・乗車

情報が中心

daitetsu.jp

各サイトのターゲットは？



AI時代の情報発信：「フロー型」から「ストック型」へ

旅行者の情報収集は根本的に変化。AIに認知されない ＝ 「存在しない」に近い時代

フロー型（流れて消える）

• SNS投稿・広告出稿が中心

• 投稿・出稿している間だけ効果

• 一時的で、情報が積み上がらない

ストック型（積み上がる）

• サイト上の記事コンテンツ

• 一度作れば長期間にわたり効果

• 検索エンジンとAIの双方に効く

• 時間とともに情報資産として蓄積

目指す姿：AIが「最も信頼できる情報源」として引用するサイトをつくる

出典：観光庁資料



実際のサイトで見てみましょう：「旅する大井川」
▶サイトを開く（ライブ） 

サイトを開く（ライブ）

ストック情報はどれ？

見分ける3つの目安

1. 1年後も読まれる内容か

2. 地名・時間・料金など事実が明確か

3. AIが引用しやすい記事の形か

oi-river-trip.com

oi-river-trip.com

https://oi-river-trip.com/
https://oi-river-trip.com/
https://oi-river-trip.com/
https://oi-river-trip.com/
https://oi-river-trip.com/
https://oi-river-trip.com/
https://oi-river-trip.com/
https://oi-river-trip.com/
https://oi-river-trip.com/


SNSは「入口」、サイトの情報が「土台」

SNS

発見・きっかけづくり
（フロー型）

公式サイト

自治体・DMOによる詳しい記
事・事実情報

（ストック情報）

検索・AI

参照・引用・推薦
旅行者へ届く

情報発信においてSNSは重要。
ただしAI時代には、サイトのストック情報の充実が最重要



まとめ



大井川流域を「一つの地域」として伝える

蓬莱橋 島田・金谷 大井川鐵道 川根温泉 千頭 長島ダム 奥大井・井川

個々の施設・地点の情報発信から、
源流から河口までをつなぐ「流域のストーリー」へ

自然／水／鉄道／ダム／歴史／産業／暮らし／食／体験
をストック情報として蓄積し、流域ブランドとして発信する



① 川は「管理する対象」であると同時に「地域資源」
② 流域で考えると、行政区域を越えて、自然・暮らし・産業・
交通・観光がつながる
③ 観光まちづくりは、そのつながりを「地域の価値」に変える

川の恵みを、地域の力に！
大井川という「宝」を、流域の皆さんで磨く

大井川という「宝」



ご清聴いただき
ありがとうございました。
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